
「武蔵野中南部の地誌」考察上の主眼点、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋　本．素　子

　一体．あろ地域の地；葬を研究・考察すろこど’よ・その弛域の自然地塑的条件

域ぱペヌ：地理幻茶件一よて臨r勲智考察をrも展要どし．縞合的、多角的鹸討

虐要証すろ諦めであり，地理学を拶少と毛学んだ老にヒつて興1心ある同点で

ある、

　さてゼの研魔也域：選1定に当っては

　ぐ～）、自宅から比較飼近距蔭に位匿し．日帰リ調査が可能であ弓こピ

　（2）　何らかの興味ある副題を含んでU’るこピ

　β）　都市静注幡を帯びていることご　　　　　．　’

　など数考出して，試蔵野の中織部、小金葺甫と匹敵甫を中起どする弛：域に

1定めだ。であ層，

　、本地域の特殊性『長して沢の2美が・導・げ、われる乙冤う．企体に‘武六野織乏氷

性：台地の遍、薦方多舞1賎渇「痔の沖積耀などにあけろ自燃記法め象落を除いて，

．並壱に至ってようやく嗣発の燈んだ地域が多く、い＝わゆる新田集然の立地を

みたのであう。このように、武藏野｝よ計画的面一田寒心の典型飽な発蓬遡域で

あり，本地域の地理奪的考察に当って1よこの集藩地理葡考察か一つ0ポ／ン

　トどなろ。

　芽ヂド，章地蜘まその地理的面諭により大東京とのつながり豫く”常に廊

心部と発展と芙にし、農採物ク蕨給地どしで、又ぽ回想よりあふ丸でた三三

のう葦す入玉地と．して、或ぱ・部ノ㎏部で欧建設の余地のない工場1弓杖・麹弓場

墓地などか春りの面積を雨意歯する・ものの建設地などを呈戻すろ湯ど．して、

都心の禰嘉島、附属醇’機儲を糟：つ都布として発展し，い；わゆう三三、三三とし

ての性樒を至してし｝届めであ；う。

　このような傾：向1ま当地域のみ、ならず．東部の著賓触に隣接してい臨地：域ば勿論

のこと：、附近の武蔵境1、田無．国分寺、国立など至る所でみられる現像であ

ろう。

　乙モあ；れ〉ス上の二三に主眼葵あき，地形、旧套響の落然環境：ぱこ．れ等の考

，察の土含と二し，入口、塵業1、三交：運での穂の人つく：地理薦7’三三に毛常K」L盗の二’

巣をく念硬におき、そ：れとの肉莚を寵聴するべく違めでいった・

　そ・もそも、小金井布．ノ府中庸な武三野のほぼ中央漁部に：位置し、濁心よリ

晒方へでれぞれ国電中突繰東王勿摩川線によリニ・三ヤ分の距高にあろ二
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歳穿の線に幾って発展し；ち大蒙家の市禽r右この辺まぐ・くるとその運続性な失

し｝，妖拝送：にその布街蛇が限．られろようκなけ、去だ寺分にひなびた累観を

回し武蔵聾の古い衝影を至る前に残している．しかしこの地域も簸近大東京

の発展と一撃に慮速；に墜下し　開くごと．発酵：なつ，ながり：をもちなカヤ！う．その三三

禰甫葡綬劉に解除／卸く帯化を塞だしているようであろ。

　一斗に、武藏野ば大正十二年の閃康大震災を却一の契機ヒして魚激な激魏

を寛げたとローわれており、当地域も都会への供頒を主ピした野里燕平地から

都入の在宅地と化し，蓬に斗二次一升界大戦を苛二の契機と：して、戦災による

都布の外回への人ロ移動早着しくなり、布旧地八の呼応工湯弛滞の発雇な

どがみうれ・更に最近の東京の回心へφ入ロ蕪中がその近膀の諸地域に匂翼

αぞくぞく新しい布’が誕生：するこどとなり，小金井、府中の両市こも御多剛に

毛丸ず各た下和ヨ十三耳、晴：和二十九等に市翻が施獅され，大畑京の中堅地

ともて重要な半割老演ずろ．いわゆる寒星都響としての機能）涛全うすろこと

どなったのであ・る。

　塞上の如き衝三都布化の殉贋．域ば集搭の発農を圭眼とした考察｝ま、当珊

・発匙域の彊去のブ来葡発達：過＝程を究ロうと．共：に．料悩め雪月を示す・ものとして

一痴本地域の地理蓼鯉な基．本：三三質を杷回した右のと思：うのである。

曽根丘陵地域の地形と土地利用

濱　田　文　子

　山梨県申府市の勝方細ノ〃κ〃篤御柳断層崖の荊面に発：達する楽章血蹟1まゆ3

κ伽ド浸さ／クκ伽の麹：嫉であり，甲ノ府早耳1．床と背部の御恢ぬ地と：の閥のヰ・向麹

な盆置を占めている。駅亭の構造物須についてぱ．古廟状地響積下説．氷河

鮭積物：説等のと1．ら煮た踏期・もあったが現在でば火山遊流説が馬力となってい

る．蜘ち，軍府金地此方の火山一7八ツ岳，茅ケ蜜等一を源とする火山還

流唇（輝石麦ぬ岩蕨が覆，：砂、大ぬ灰によって凝結され凝灰岩状になグた右

の♪が∂0ル5ρ碗程度の発達をみせており、これが誓根：下墨の主体をなし

てし1るのずある。尚．弐山平群層の上部にぱ：薄石．と．ロームの下積；が尾られる

が，一堂懐捜倣が激しい罵．こ承らが全面に残存してeづと：ぱいえない。又．

象山泥流層の下部1てば吉甲，府湖の湖威燈積物／醤の発・達，がみられろ。

　血｛陵部ぱ潮厨が激しく、御恢ぬ地に練＝をもち前面を流勉る笛吹川に流れこ

む小河川によ、つて6小亘陵1て分げら既る。零れらの小丘陵ぱ何塩もその前’面

鱒♂朗轍の珊珊て盆購嚇して籾・野物野州欄ぬ姫に
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